
特集　「嫁」介護から「息子・娘」介護の時代へ　P1～3
　　　介護にどう向き合う?!どう備える?!そして自分はどうありたい?!

市町村情報コーナー　中泊町 　P4

女性の健康とワーク・ライフ・バランス　 P5～ 6

One’s Life　宇佐美翔子さん・岡田実穂さん（青森市） 　P7

青森県男女共同参画トピックス　 P8

上半期男女共同参画事業報告　 P9～ 10

市町村情報コーナー　中泊町 　P4

女性の健康とワーク・ライフ・バランス　 P5～ 6

One’s Life　宇佐美翔子さん・岡田実穂さん（青森市） 　P7

青森県男女共同参画トピックス　 P8

上半期男女共同参画事業報告　 P9～ 10

▲6月29 日（日）、「アピオ☆
夢フェスタ 2014～女性の起
業、全力応援！」を開催しまし
た。青森県男女共同参画セン
ターの事業でエンパワーした女
性たちが、これまで培った力を
発揮し、工夫を凝らして、もの
づくりワークショップ、ヨガ、
バレエエクササイズ、ヒーリン
グ施術、手づくりスイーツ販売
など、個性と魅力あふれるブー
スを展開しました。当日は
1200 人を超える方が来場し、
たくさんの素敵な笑顔を見るこ
とができました。

編集・発行

青森県男女共同参画センター

BATHBATH

5,000
27.3

「男女共同参画」という言葉の扉を開けたら、わくわくする世界
が広がっていました。今後の活動が楽しみです。　 （阿保香月）

健康のために、若いうちからできることもあるとわかりました。
自分の身体も大切に！　　　　　　　　　　　（鈴木麻理奈）

「うっかりミス」は、集中力が足りないからか、年のせいな
のか…今朝も捨てるはずのゴミを積んだまま職場に着いてし
まった。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中野渡明美）

女性が自分のココロとカラダの声に耳を傾ける事は家族の健
康を守る事にもつながると思います。自分を大切に！

（三ケ田理恵）

健康☆長生きに欠かせないのは自立した生き方。そのための
「男女共同参画」なのだと改めて確信しました。　（情報誌担当W）
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■編集・発行
　青森県男女共同参画センター・アピオあおもり
　〒０３０-０８２２　青森市中央３丁目１７－１
　ＴＥＬ ０１７－７３２－１０８５　ＦＡＸ ０１７－７３２－１０７３
　ＨＰ  http://www.apio.pref.aomori.jp/

■編集後記
■交通アクセス
　市営バス利用
　●中央循環線「アピオあおもり前」下車
　●青森駅前4番乗場より下記行きで１５分
　　「働く女性の家前」下車、徒歩３分
　　（市民病院線、横内環状線、問屋町行き、
　　浜田循環線、青森公立大行き）
　●国道４号線「市役所前」下車、徒歩８分
　※公共交通機関をご利用の上、ご来館ください。

読者プレゼント　「やわらかのしいか」（中泊町提供）が 10名様に当たります。

　　　　　　　　詳しくは 8ページをご覧ください。アピオあおもり／青森県男女共同参画センターは、女性、男性、高齢者、子どもなどすべての
人々が個人として尊重され、共に支え合う男女共同参画社会の実現をめざして、県民のさま
ざまな活動を支援するための拠点です。
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■
増
え
続
け
る
介
護
者

　﹁
嫁
﹂か
ら﹁
息
子
・
娘
﹂へ

　現
在
、
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う

﹁
超
高
齢
社
会
﹂
の
日
本
。介
護
保
険
制
度
上

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
も
増
加
し

て
お
り
、
今
後
、
団
塊
世
代
が
70
歳
代
に
突

入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
傾
向
は
続
く
見

込
み
で
す
。

　上
の
グ
ラ
フ
に
も
あ
る
と
お
り
、
介
護
者

の
う
ち
、﹁
子
﹂
が
﹁
子
の
配
偶
者
﹂︵
そ
の
多

く
は
女
性
・
い
わ
ゆ
る
嫁
︶の
割
合
を
超
え
、

近
年
で
は
息
子
・
娘
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

親
を
介
護
す
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

■
男
性
も
女
性
も
誰
も
が

　介
護
に
直
面
す
る
時
代
に

　介
護
は
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
直
面

す
る
問
題
で
す
。
平
成
23
年
総
務
省
﹁
社
会

生
活
基
本
調
査
﹂
に
よ
る
と
、
15
歳
以
上
で

ふ
だ
ん
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
は
、
682
万

９
千
人
、
う
ち
男
性
の
割
合
は
39.2
％
。
平
成

３
年
の
31.５
％
か
ら
7.７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
男

性
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
期

間
の
長
さ
、
必
要
と
さ
れ
る
介
護
の
内
容

は
、
個
々
人
に
よ
り
違
い
、
育
児
に
比
べ
て

先
が
見
え
に
く
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
し
な
が
ら
で
も
長
く
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備
し
、
介
護
を

理
由
と
す
る
離
職
を
防
ぐ
こ
と
は
、
重
要
な

課
題
で
す
。

　介
護
に
よ
る
離
職
・
転
職
し
た
雇
用
者

数
は
年
間
10
万
人
弱
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

40
歳
〜
59
歳
が
約
半
数
を
占
め
、
働
き
盛
り

の
人
た
ち
の
離
職
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
男
性
の
割
合
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

■
目
指
す
の
は

　継
続
就
業
と
介
護
の
両
立

　仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
介
護
も
で
き
る
よ

う
に
、
休
業
制
度
の
整
備
も
進
ん
で
き
て
い

ま
す
。
介
護
に
直
面
す
る
前
に
、
職
場
の
休

業
制
度
や
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
て
お
く
こ
と
も
必
要

で
し
ょ
う
。

　仕
事
を
続
け
る
こ
と
で
、﹁
つ
な
が
り
が

途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
孤
立
し
が
ち
な
介
護

を
防
げ
る
﹂、﹁
経
済
的
自
立
が
保
て
る
﹂、﹁
年

金
な
ど
社
会
保
障
も
含
め
て
、
自
分
の
老
後

の
備
え
に
な
る
﹂
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　介
護
に
直
面
し
た
際
も
、
そ
の
後
の
人
生

を
も
左
右
す
る
継
続
就
業
と
介
護
の
両
立
。

不
安
を
感
じ
た
時
は
、
す
べ
て
一
人
で
抱
え

込
も
う
と
せ
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
な

ど
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
若
い
う
ち
か
ら
身
に
つ
け
た
い

　生
活
的
自
立
＆
家
事
ス
キ
ル

　誰
も
が
介
護
に
直
面
す
る
時
代
。
必
要
な

こ
と
は
、
ま
ず
は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す

　
　
　
　
　申
請
の
手
順

　　
　
　
　
　①
市
町
村
の
窓
口
で
要
介
護

　
　
　
　
　
　認
定
︵
要
支
援
認
定
︶
の

　
　
　
　
　
　申
請

　
　
　
　
　
　

↓

②
市
町
村
が
要
介
護
度
を
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書︵
ケ
ア
プ
ラ
ン
︶を

　ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
に
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

④
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー︵
介
護
支
援
専
門
員
︶が
、

　介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を
作
成

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　介
護
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
分
け
て
、４
つ
あ

り
ま
す
。

１【
訪
問
】

　自
宅
に
ヘ
ル
パ
ー
や
看
護
師
が
来
て
援
助
や

　介
護
・
看
護
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

２【
通
い
】

　施
設
な
ど
に
出
か
け
て
入
浴
・
食
事
・
リ
ハ

　ビ
リ
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

３【
入
所
】

　施
設
な
ど
で
生
活
し
な
が
ら
、短
時
間
・
長

　期
間
介
護
・
看
護
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

４【
用
具
】

　福
祉
用
具
の
利
用
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス︵
ベ
ッ

　ド
・
車
い
す
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
︶

　　詳
し
い
こ
と
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
・
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

る
、
料
理
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど
家
事
の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
で
す
。
自
分
が

誰
か
の
介
護
を
す
る
際
に
も
ハ
ー
ド
ル
が

低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
介
護
を
必

要
と
し
た
時
に
、
生
活
的
自
立
を
し
て
い
る

介
護
者
で
あ
れ
ば
、安
心
で
す
。

■
互
い
に
自
立
し
た
関
係
を
築
く

　﹁
つ
な
が
り
﹂を
つ
く
る

　個
々
人
が
継
続
就
業
に
よ
る
経
済
的
自

立
と
生
活
的
自
立
を
図
り
、
互
い
に
依
存
し

な
い
自
立
し
た
親
子
関
係
や
夫
婦
関
係
を

築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　困
っ
た
時
に
頼
れ
る
関
係
を
築
く
た
め

に
、
大
切
な
こ
と
を
話
し
合
え
る
関
係
を
今

か
ら
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
助
け
合
え
る
仲
間

を
つ
く
る
こ
と
が
孤
立
化
や
孤
独
死
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
未
婚
化
・
少
子
化
で

　複
雑
化
す
る
介
護
問
題

　
　高
齢
化
と
同
時
に
未
婚
・
少
子
化
も
加

速
し
、
単
身
者
を
介
護
す
る
家
族
が
い
な
い

問
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
子
や
家
族
に
よ

る
介
護
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
介
護
を

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。

仕事を続けながら
介護もできる社会
を目指して

少子化と超高齢社会に伴い、男女とも自分の親の介護が必要になってきています。これから介護をする人も

いずれ介護を必要とする側に。そのとき、自分はどうありたいか、今から考えてみませんか。

少子化と超高齢社会に伴い、男女とも自分の親の介護が必要になってきています。これから介護をする人も

いずれ介護を必要とする側に。そのとき、自分はどうありたいか、今から考えてみませんか。

「嫁」介護から  「息子・娘」介護の時代へ

介護を担うのは、配偶者、子、子の配偶者が３分の２を占めている。同居の主な介護者のうち、女性が 69.4％、男性が
30.6％と女性が多くなっている。「子」については、女性が 52.4％、男性が 47.6％でほぼ同じ割合になっている一方、
「子の配偶者」については、女性が 98.6％であり、いわゆる「嫁」の立場にある女性が占めている。しかし、「嫁」の介護は
減少しており、「息子・娘」がそれぞれの親を介護する傾向にある。

介護にどう向き合う?!　どう備える?!　そして自分はどうありたい?!

特集特集

■介護休業制度の規定整備状況(平成24年)

　事業所規模　５人以上：65.6％　　30人以上：89.5％
厚生労働省　雇用均等基本調査

■介護休業取得割合(平成24年)

　男性：3.5％　　　女性：2.9％
　※介護している雇用者に占める取得者割合

総務省　平成24年就業構造基本調査

休業制度は整備されてきているが、
利用者は少ない現実

休業制度は整備されてきているが、
利用者は少ない現実

DATA

知っておきたい

介護が必要になった時の
介護サービスのこと
介護が必要になった時の
介護サービスのこと

■介護により離転職データ離転職した雇用者

　平成19年10月～24年9月までに家族の介護・看護の

　ために前職を離転職した雇用者

　◆総計　439,300人（全国）
　　　　（男性：85,500人、女性：353,800人）

総務省　平成24年就業構造基本調査

DATA 年間10万人弱が介護離職年間10万人弱が介護離職
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年
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あ
な
た
の
周
り
の

多
様
な
介
護

あ
な
た
の
周
り
の

多
様
な
介
護

●
実
父
母
と
義
父
母
の
介
護︻
40
代
・
女
性
︼

　
実
父
母
と
義
父
の
介
護
の
た
め
に
、
離
職

し
、
自
宅
と
実
家
を
行
き
来
す
る
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
。今
は
実
家
に
住
み
、主
に
実
父

母
を
介
護
。夫
は
働
き
続
け
な
が
ら
義
父
母

を
介
護
し
て
い
る
。

●
若
年
者
に
よ
る
介
護︻
20
代
・
女
性
︼

　
２
年
前
か
ら
祖
父
母
の
介
護
を
自
宅
で

し
て
い
る
。共
働
き
の
両
親
に
代
わ
り
、自
分

が
介
護
を
す
る
た
め
に
新
卒
で
就
職
し
た

会
社
を
退
職
し
た
。今
後
、
再
就
職
を
目
指

す
予
定
で
あ
る
が
、そ
れ
が
い
つ
に
な
る
か
、

正
規
雇
用
が
望
め
る
の
か
、不
安
で
あ
る
。

●
子
の
介
護︻
60
代
・
男
性
︼

　
子
ど
も
の
介
護
を
続
け
て
い
る
。退
職
す

る
ま
で
は
主
に
妻
が
介
護
を
し
て
い
た
が
、

現
在
は
週
２
、
３
日
程
度
仕
事
を
し
な
が

ら
、妻
と
一
緒
に
介
護
を
し
て
い
る
。今
後
自

分
た
ち
夫
婦
も
高
齢
に
な
る
た
め
、
自
分
の

こ
と
も
子
ど
も
の
今
後
の
こ
と
も
不
安
で
あ

る
。

●
男
性
の
介
護︻
50
代
・
男
性
︼

　
仕
事
を
続
け
な
が
ら
父
の
介
護
を
し
て

い
る
。自
宅
に
要
介
護
者
が
い
る
こ
と
で
、災

害
時
に
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
な
ど

助
け
ら
れ
る
の
か
、不
安
で
あ
る
。

資料出所：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成13年、22年）

DATA

1



■
増
え
続
け
る
介
護
者

　﹁
嫁
﹂か
ら﹁
息
子
・
娘
﹂へ

　現
在
、
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う

﹁
超
高
齢
社
会
﹂
の
日
本
。介
護
保
険
制
度
上

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
も
増
加
し

て
お
り
、
今
後
、
団
塊
世
代
が
70
歳
代
に
突

入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
傾
向
は
続
く
見

込
み
で
す
。

　上
の
グ
ラ
フ
に
も
あ
る
と
お
り
、
介
護
者

の
う
ち
、﹁
子
﹂
が
﹁
子
の
配
偶
者
﹂︵
そ
の
多

く
は
女
性
・
い
わ
ゆ
る
嫁
︶の
割
合
を
超
え
、

近
年
で
は
息
子
・
娘
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

親
を
介
護
す
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

■
男
性
も
女
性
も
誰
も
が

　介
護
に
直
面
す
る
時
代
に

　介
護
は
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
直
面

す
る
問
題
で
す
。
平
成
23
年
総
務
省
﹁
社
会

生
活
基
本
調
査
﹂
に
よ
る
と
、
15
歳
以
上
で

ふ
だ
ん
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
は
、
682
万

９
千
人
、
う
ち
男
性
の
割
合
は
39.2
％
。
平
成

３
年
の
31.５
％
か
ら
7.７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
男

性
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
期

間
の
長
さ
、
必
要
と
さ
れ
る
介
護
の
内
容

は
、
個
々
人
に
よ
り
違
い
、
育
児
に
比
べ
て

先
が
見
え
に
く
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
し
な
が
ら
で
も
長
く
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備
し
、
介
護
を

理
由
と
す
る
離
職
を
防
ぐ
こ
と
は
、
重
要
な

課
題
で
す
。

　介
護
に
よ
る
離
職
・
転
職
し
た
雇
用
者

数
は
年
間
10
万
人
弱
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

40
歳
〜
59
歳
が
約
半
数
を
占
め
、
働
き
盛
り

の
人
た
ち
の
離
職
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
男
性
の
割
合
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

■
目
指
す
の
は

　継
続
就
業
と
介
護
の
両
立

　仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
介
護
も
で
き
る
よ

う
に
、
休
業
制
度
の
整
備
も
進
ん
で
き
て
い

ま
す
。
介
護
に
直
面
す
る
前
に
、
職
場
の
休

業
制
度
や
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
て
お
く
こ
と
も
必
要

で
し
ょ
う
。

　仕
事
を
続
け
る
こ
と
で
、﹁
つ
な
が
り
が

途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
孤
立
し
が
ち
な
介
護

を
防
げ
る
﹂、﹁
経
済
的
自
立
が
保
て
る
﹂、﹁
年

金
な
ど
社
会
保
障
も
含
め
て
、
自
分
の
老
後

の
備
え
に
な
る
﹂
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　介
護
に
直
面
し
た
際
も
、
そ
の
後
の
人
生

を
も
左
右
す
る
継
続
就
業
と
介
護
の
両
立
。

不
安
を
感
じ
た
時
は
、
す
べ
て
一
人
で
抱
え

込
も
う
と
せ
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
な

ど
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
若
い
う
ち
か
ら
身
に
つ
け
た
い

　生
活
的
自
立
＆
家
事
ス
キ
ル

　誰
も
が
介
護
に
直
面
す
る
時
代
。
必
要
な

こ
と
は
、
ま
ず
は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す

　
　
　
　
　申
請
の
手
順

　　
　
　
　
　①
市
町
村
の
窓
口
で
要
介
護

　
　
　
　
　
　認
定
︵
要
支
援
認
定
︶
の

　
　
　
　
　
　申
請

　
　
　
　
　
　

↓

②
市
町
村
が
要
介
護
度
を
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書︵
ケ
ア
プ
ラ
ン
︶を

　ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
に
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

④
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー︵
介
護
支
援
専
門
員
︶が
、

　介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を
作
成

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　介
護
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
分
け
て
、４
つ
あ

り
ま
す
。

１【
訪
問
】

　自
宅
に
ヘ
ル
パ
ー
や
看
護
師
が
来
て
援
助
や

　介
護
・
看
護
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

２【
通
い
】

　施
設
な
ど
に
出
か
け
て
入
浴
・
食
事
・
リ
ハ

　ビ
リ
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

３【
入
所
】

　施
設
な
ど
で
生
活
し
な
が
ら
、短
時
間
・
長

　期
間
介
護
・
看
護
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

４【
用
具
】

　福
祉
用
具
の
利
用
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス︵
ベ
ッ

　ド
・
車
い
す
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
︶

　　詳
し
い
こ
と
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
・
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

る
、
料
理
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど
家
事
の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
で
す
。
自
分
が

誰
か
の
介
護
を
す
る
際
に
も
ハ
ー
ド
ル
が

低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
介
護
を
必

要
と
し
た
時
に
、
生
活
的
自
立
を
し
て
い
る

介
護
者
で
あ
れ
ば
、安
心
で
す
。

■
互
い
に
自
立
し
た
関
係
を
築
く

　﹁
つ
な
が
り
﹂を
つ
く
る

　個
々
人
が
継
続
就
業
に
よ
る
経
済
的
自

立
と
生
活
的
自
立
を
図
り
、
互
い
に
依
存
し

な
い
自
立
し
た
親
子
関
係
や
夫
婦
関
係
を

築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　困
っ
た
時
に
頼
れ
る
関
係
を
築
く
た
め

に
、
大
切
な
こ
と
を
話
し
合
え
る
関
係
を
今

か
ら
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
助
け
合
え
る
仲
間

を
つ
く
る
こ
と
が
孤
立
化
や
孤
独
死
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
未
婚
化
・
少
子
化
で

　複
雑
化
す
る
介
護
問
題

　
　高
齢
化
と
同
時
に
未
婚
・
少
子
化
も
加

速
し
、
単
身
者
を
介
護
す
る
家
族
が
い
な
い

問
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
子
や
家
族
に
よ

る
介
護
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
介
護
を

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。

仕事を続けながら
介護もできる社会
を目指して

少子化と超高齢社会に伴い、男女とも自分の親の介護が必要になってきています。これから介護をする人も

いずれ介護を必要とする側に。そのとき、自分はどうありたいか、今から考えてみませんか。

少子化と超高齢社会に伴い、男女とも自分の親の介護が必要になってきています。これから介護をする人も

いずれ介護を必要とする側に。そのとき、自分はどうありたいか、今から考えてみませんか。

「嫁」介護から  「息子・娘」介護の時代へ

介護を担うのは、配偶者、子、子の配偶者が３分の２を占めている。同居の主な介護者のうち、女性が 69.4％、男性が
30.6％と女性が多くなっている。「子」については、女性が 52.4％、男性が 47.6％でほぼ同じ割合になっている一方、
「子の配偶者」については、女性が 98.6％であり、いわゆる「嫁」の立場にある女性が占めている。しかし、「嫁」の介護は
減少しており、「息子・娘」がそれぞれの親を介護する傾向にある。

介護にどう向き合う?!　どう備える?!　そして自分はどうありたい?!

特集特集

■介護休業制度の規定整備状況(平成24年)

　事業所規模　５人以上：65.6％　　30人以上：89.5％
厚生労働省　雇用均等基本調査

■介護休業取得割合(平成24年)

　男性：3.5％　　　女性：2.9％
　※介護している雇用者に占める取得者割合

総務省　平成24年就業構造基本調査

休業制度は整備されてきているが、
利用者は少ない現実

休業制度は整備されてきているが、
利用者は少ない現実

DATA

知っておきたい

介護が必要になった時の
介護サービスのこと
介護が必要になった時の
介護サービスのこと

■介護により離転職データ離転職した雇用者

　平成19年10月～24年9月までに家族の介護・看護の

　ために前職を離転職した雇用者

　◆総計　439,300人（全国）
　　　　（男性：85,500人、女性：353,800人）

総務省　平成24年就業構造基本調査

DATA 年間10万人弱が介護離職年間10万人弱が介護離職

配偶者
25.9%
配偶者
25.9%

子
19.9%

子の配偶者
22.5%

子の配偶者
22.5%

その他の
親族
2.3%
父母
0.4%

不詳
9.6%
不詳
9.6%

別居の
家族等
7.5%

別居の
家族等
7.5%

事業者
9.3%
事業者
9.3%

その他
2.5%

同居
71.1%

配偶者
25.7%
配偶者
25.7%

子
20.9%

子の配偶者
15.2%

子の配偶者
15.2%

その他の
親族
2.0%
父母
0.3%

不詳
12.1%
不詳
12.1%

別居の
家族等
9.8%

別居の
家族等
9.8%

事業者
13.3%
事業者
13.3%

その他
0.7%

同居
64.1%

平
成
13
年

平
成
13
年

平
成
22
年

平
成
22
年

要介護者等との続柄別に見た主な介護者の構成割合要介護者等との続柄別に見た主な介護者の構成割合

あ
な
た
の
周
り
の

多
様
な
介
護

あ
な
た
の
周
り
の

多
様
な
介
護

●
実
父
母
と
義
父
母
の
介
護︻
40
代
・
女
性
︼

　
実
父
母
と
義
父
の
介
護
の
た
め
に
、
離
職

し
、
自
宅
と
実
家
を
行
き
来
す
る
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
。今
は
実
家
に
住
み
、主
に
実
父

母
を
介
護
。夫
は
働
き
続
け
な
が
ら
義
父
母

を
介
護
し
て
い
る
。

●
若
年
者
に
よ
る
介
護︻
20
代
・
女
性
︼

　
２
年
前
か
ら
祖
父
母
の
介
護
を
自
宅
で

し
て
い
る
。共
働
き
の
両
親
に
代
わ
り
、自
分

が
介
護
を
す
る
た
め
に
新
卒
で
就
職
し
た

会
社
を
退
職
し
た
。今
後
、
再
就
職
を
目
指

す
予
定
で
あ
る
が
、そ
れ
が
い
つ
に
な
る
か
、

正
規
雇
用
が
望
め
る
の
か
、不
安
で
あ
る
。

●
子
の
介
護︻
60
代
・
男
性
︼

　
子
ど
も
の
介
護
を
続
け
て
い
る
。退
職
す

る
ま
で
は
主
に
妻
が
介
護
を
し
て
い
た
が
、

現
在
は
週
２
、
３
日
程
度
仕
事
を
し
な
が

ら
、妻
と
一
緒
に
介
護
を
し
て
い
る
。今
後
自

分
た
ち
夫
婦
も
高
齢
に
な
る
た
め
、
自
分
の

こ
と
も
子
ど
も
の
今
後
の
こ
と
も
不
安
で
あ

る
。

●
男
性
の
介
護︻
50
代
・
男
性
︼

　
仕
事
を
続
け
な
が
ら
父
の
介
護
を
し
て

い
る
。自
宅
に
要
介
護
者
が
い
る
こ
と
で
、災

害
時
に
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
な
ど

助
け
ら
れ
る
の
か
、不
安
で
あ
る
。

資料出所：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成13年、22年）
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　平内町で男女共同参画を推進する団体「虹の会」は、津軽弁の朗読劇「介

護は突然やってくる」を平内町はもとより県内各地で上演しています。　

　劇は、家事を妻任せにしていた男性が、突然母の介護をすることになり、

息子と男二人で右往左往しながらスタート。役所へ相談し、ヘルパーに来て

もらうものの、祖母の介護をするだけ。自分たちの食事や掃除洗濯もままな

りません。仕事を休みがちになった男性はリストラの対象になり、仕事を辞

めることに。これまで妻に依存していた暮らしぶりを反省し、相手を思いや

り、協力して、自立する生活の大切さについて身をもって学ぶ、笑いあり涙あ

りのストーリーです。

　代表の須藤千和子さんは「高齢社会の今、介護保険等の整備はもちろ

ん、個々の生活で男女とも依存ではなく自立が大切ということに、ユーモア

の中で気づいてもらえれば」と話します。参加者からも「津軽弁なので身近

に感じる」「男性にもっと聞いてほしい」などと好評です。

活動紹介
「虹の会」

＜朗読劇＞

「介護は突然やってくる」
　津軽弁で熱演しています！

■問合せ　虹の会　須藤千和子（℡ 090-3984-0480）

（阿保香月・中野渡明美）

母親の介護に直面しても、働き続け、それまでの経験を活かして、

起業をした事例をご紹介します。

　平
成
18
年
に
母
︵
当
時
76

歳
︶
が
脳
梗
塞
で
入
院
、
片

麻
痺
が
残
り
、
退
院
後
に
自

宅
で
介
護
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
14
年
に
父
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
、
母
を
一
人

で
は
お
け
な
い
と
思
い
、
弟

も
妹
も
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

る
た
め
、
私
が
大
鰐
町
の
実

家
で
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
、

そ
の
ま
ま
介
護
も
私
が
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時

に
私
は
、
長
年
勤
め
て
い
た

医
療
関
係
の
事
業
所
を
﹁
辞

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

な
﹂
と
思
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
経
営
者
の
﹁
辞
め
な
い

で
ほ
し
い
﹂
と
い
う
言
葉

と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
へ

の
配
置
換
え
の
配
慮
も
あ

り
、
１
か
月
の
休
職
後
、
母

を
勤
務
先
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
連
れ
て
行
き
な
が
ら
、
職

場
に
復
帰
。
介
護
と
仕
事
を

外崎　嘉子さん
（大鰐町在住・60歳）
㈱ゴールド　事務長
弘前市で居宅介護支援事業
所及び訪問看護ステーショ
ンりんごを経営している。

特集

両
立
す
る
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
母
も
は

じ
め
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
が
不

安
だ
っ
た
の
か
、
子
ど
も
の
よ
う
に
ず
っ
と

私
の
姿
を
目
で
追
っ
て
い
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
実
家
の
親
戚
付
き
合
い
や
冠
婚

葬
祭
に
関
す
る
こ
と
も
一
手
に
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
職
場
に
は

い
ろ
い
ろ
配
慮
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
自
分
ば
か
り
休
む
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
、
何
か
申
し
訳
な
く
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
看
護

の
仕
事
に
就
い
て
い
た
息
子
の
﹁
自
分
た
ち

で
、
仲
間
と
一
緒
に
訪
問
介
護
事
業
所
を
立

ち
上
げ
れ
ば
、
お
母
さ
ん
も
少
し
時
間
が
で

き
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
﹂
と
い
う
一
言
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
息
子
と
仲

間
と
と
も
に
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹁
り
ん
ご
﹂
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　﹁
り
ん
ご
﹂
は
働
く
人
に
と
っ
て
、
定
年

も
な
く
、
農
家
の
人
は
農
業
も
し
な
が
ら
、

子
育
て
や
介
護
と
両
立
で
き
る
職
場
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
土
曜
日
だ

け
、
半
日
だ
け
の
勤
務
な
ど
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
特
技

を
活
か
し
な
が
ら
、
生
涯
現
役
で
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
利
用
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
、

困
っ
た
時
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
職

員
を
配
置
し
た
サ
ロ
ン
を
設
け
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
延
長
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
、
困
っ
た
時
に
ち
ょ
っ

と
預
か
っ
て
く
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま

す
。　そ

れ
は
や
は
り
、
私
が
子
育
て
や
母
の
介

護
を
し
な
が
ら
、
35
年
勤
務
し
た
経
験
を
活
か

し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
辞
め
ず
に

ず
っ
と
働
い
て
き
た
の
で
、
自
分
が
助
け
ら

れ
て
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
人
に
も
し
て

あ
げ
た
い
。
困
難
が
あ
っ
て
辞
め
て
し
ま
っ

て
、
次
に
職
を
見
つ
け
る
と
な
る
と
な
か
な

か
年
齢
的
に
も
難
し
い
と
い
う
問
題
も
あ
り

ま
す
。
で
き
れ
ば
長
期
休
暇
を
と
っ
た
と
し

て
も
、
ま
た
再
び
慣
れ
た
人
が
仕
事
に
つ
い

た
方
が
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

母の介護を機に起業へ

　最
近
で
は
、
母
の
状
態
も
だ
い
ぶ
よ
く
な

り
、
介
護
度
も
要
介
護
３
か
ら
２
に
な
り
ま

し
た
。
訪
問
看
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
し
て
、
ま
た
、
一
緒
に
い
る
時
に
は
、

散
歩
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
す
。
食
事
の
配

膳
な
ど
、
母
が
で
き
る
こ
と
は
少
し
ず
つ
増

や
し
て
い
ま
す
。

　介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
高
齢
者
だ
け
で

な
く
若
年
者
も
お
り
、
ま
た
、
男
性
が
介
護

を
し
た
り
と
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
取
り
組

み
た
い
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
も
山
ほ
ど

あ
り
ま
す
が
、
今
は
一
つ
ず
つ
地
道
に
目
標

を
達
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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イベント出前啓発事業 in「なかどま

り町民文化祭」

　平成24年度は小泊地域、

平成25年度は中里地域の

町民文化祭にお出かけし、

イベント出前啓発事業を

開催。青森県男女共同参

画センターと町の担当職

員が一緒になって、男女共同参画検

定や意識調査などを実施し、町民と

対話を通して、男女共同参画を考え

る機会になりました。

概況：津軽半島の中央部を走る津軽

山地の西側に位置する。中里地域と

小泊地域の2つ地域は飛び地となっ

ているが、それぞれがお互いになか

った個性を手に入れ、

一つの町になるために

歩んでいる。

各市町村で活躍するグループ・団体・企業等を紹介します。
今号は中泊町健康ダンス『べえ子ちゃん』をご紹介。会長の鈴木
喜代さんにお話を伺いました。

▲鈴木喜代さん

　中
泊
町
で
は
、
一
昨
年
よ
り
青
森
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
の
﹁
イ
ベ
ン
ト
出
前
啓
発
事
業
﹂

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
毎
年
秋
に
行
う
﹁
な
か
ど

ま
り
町
民
文
化
祭
﹂
で
、
一
昨
年
は
男
女
共
同
参

画
検
定
、
昨
年
は
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
町
民
の
方
々
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
と
同
時
に
、
私
自
身
も
町
民
の
方
々
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
聞
く
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
五
所
川
原
市
で
開
催
し
た
地
域
パ
ー

ト
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
﹁
西
北
男
女
共
同
参
画
ま
つ

り
﹂
に
も
参
加
。
中
泊
町
か
ら
は
健
康
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
﹁
べ
え
子
ち
ゃ
ん
﹂
も
参
加
し
ま
し

た
。
べ
え
子
ち
ゃ
ん
の
皆
さ
ん
は
、
い
つ
も
笑
顔

で
元
気
が
よ
く
、
会
場
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
康
に

お
元
気
で
活
動
で
き
る
よ
う
、
町
と
し
て
も
精
一

杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
は
今
後
も
加
速
す
る
で

し
ょ
う
。
中
泊
町
は
農
業
・
漁
業
の
町
で
す
か

ら
、
農
村
漁
村
の
明
る
く
元
気
な
お
か
あ
さ
ん
た

ち
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

このページの取材は井藤雪香が担当しました。

人口12,289人 

中泊発 キラリ
﹁
何
か
や
り
た
い
気
持
ち
﹂
が

地
域
活
動
に
発
展

　１
９
９
７
年
、
丑
年
に
創
立
し
た
た
め

﹁
べ
え
子
ち
ゃ
ん
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
中

泊
町
の
健
康
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
。
当
時
か

ら
専
任
講
師
を
務
め
る
現
会
長
の
鈴
木

さ
ん
は
、
60
歳
目
前
で
芽
生
え
た
﹁
自
分

で
何
か
や
り
た
い
﹂
と
い
う
気
持
ち
が
現

在
の
活
動
の
基
に
な
っ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　県
の
講
座
な
ど
で
地
域
活
動
に
つ
い

て
勉
強
を
始
め
た
鈴
木
さ
ん
で
し
た
が
、

あ
る
時
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
診
に
引
っ

か
か
り
、
健
康
ダ
ン
ス
の
講
座
に
興
味
を

持
ち
ま
す
。
し
か
し
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

時
々
し
か
講
座
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
期
的
に
集
ま
り
活
動
し
た
い
と
思
っ

た
鈴
木
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
、
講
師
や
仲
間
と
サ
ー
ク

ル
を
作
り
ま
し
た
。
自
ら
も
ダ
ン
ス
を
習

得
し
、
講
師
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
参
加
希
望
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
現

在
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

す
る
地
域
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

　べ
え
子
ち
ゃ
ん
の
基
本
的
な
活
動
は
、

毎
週
木
曜
日
に
﹁
中
泊
町
体
育
セ
ン

タ
ー
﹂
で
健
康
ダ
ン
ス
を
行
う
こ
と
で

す
。
高
齢
者
や
障
害
、
病
気
を
持
つ
人
た

ち
に
積
極
的
に
声
が
け
を
行
う
こ
と
で
、

そ
の
人
た
ち
に
笑
顔
が
増
え
て
い
っ
た

と
い
い
ま
す
。﹁
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
。
で
も
、
サ
ー
ク
ル
に
き
た
と
き
は
心

か
ら
笑
い
ま
し
ょ
う
。
笑
顔
が
一
番
で
す

か
ら
﹂
と
鈴
木
さ
ん
。
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

サ
ー
ク
ル
に
、﹁
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
連
れ
て
い
っ
て
﹂
と
い
う
声
は
多
い
そ

う
で
す
。

　べ
え
子
ち
ゃ
ん
は
、
２
０
１
３
年
に
は

青
森
県
知
事
よ
り
青
森
県
い
き
い
き
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
﹁
女
性
チ
ャ
レ

ン
ジ
﹂
部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
知
事

か
ら
は
べ
え
子
ち
ゃ
ん
の
メ
ン
バ
ー
全

員
が
﹁
Ｂ
Ｂ
シ
ス
タ
ー
ズ
︵
米
寿
ま
で
明

る
く
元
気
な
お
姉
さ
ん
た
ち
︶﹂
に
任
命

さ
れ
、
県
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
県
内

外
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　た
と
え
高
齢
化
が
進
ん
で

も
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
は
、

住
ん
で
い
て
楽
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。﹁
今
後
は
子
ど
も
と

お
年
寄
り
が
触
れ
合
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
﹂と
、
鈴

木
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

私が男女共同参画を
担当しています

中泊町総務課　主事　
坂本　千恵美さん

青森県の

情報
市町村

（男5,806人、女6,483人）

Ｈ26.8.1現在

男女共同参画事業ピックアップ！

中泊町

ミニデータ
北
津
軽
郡

中
泊
町

←小泊十二景
　（権現崎）。竜飛
　崎や青岩など
　絶景が続く。
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エストロゲンのはたらき

肌のつやや
ハリを保つ

ふくよかな
身体をつくる

骨量を保持

動脈硬化を
予防

自律神経の
バランスを保つ

脳の血流を
増やし、
活性化

妊娠の準備を
整える

女
性
ホ
ル
モ
ン
と
は

　
女
性
の
健
康
は
、
お
も
に
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ

る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
︵
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
︶
と
プ
ロ
ゲ
ス

テ
ロ
ン
︵
黄
体
ホ
ル
モ
ン
︶
と
い
う
２
種
類
の
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
﹃
女
性
を
創
る
ホ
ル
モ

ン
﹄
と
い
わ
れ
、
女
性
の
全
身
に
大
き
く
作
用
し

て
い
ま
す
。
不
規
則
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
月

経
不
順
や
無
月
経
、
不
妊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
更
年
期
に
起
こ
り
や
す
い
心
身
の
不
調

も
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
大
き
な
要
因

と
な
り
ま
す
。
女
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
、
カ

ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
気
を
つ
け
た
い
ト
ラ
ブ
ル
や
病
気
も

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

Report
あおもり協立病院　副院長
産婦人科医
平岡　友良　先生

女性の健康とワーク・ライフ・
バランスについて、専門家に伺
いました。

　
　女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
に
ど
う
付
き
合
っ
て

　
　
　い
く
と
い
い
で
す
か
？

　
　
　不
調
の
時
は
無
理
せ
ず
休
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
は
生
理

周
期
で
も
変
化
す
る
し
、
年
代
別
に
も
大
き
く

変
化
を
し
ま
す
。不
調
が
気
に
な
る
時
は
、産
婦

人
科
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ピ

ル
を
は
じ
め
と
し
た
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
て

不
調
を
緩
和
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
　日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　
　
　﹁
冷
え
﹂
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
生
理
前
の
症
状
を
把
握
し
、
正
常
時
と
比

較
し
て
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
よ
う
で
し
た

ら
、
治
療
や
必
要
な
対
応
を
専
門
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　更
年
期
に
不
調
に
陥
ら
な
い
た
め
に
若
い

　
　
　う
ち
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　
　
　ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
場
所
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
運
動
・
食
事
に
気
を
つ
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
精
神
的
な
不
安
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
な
く
、本
音
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
関
係
づ
く
り

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
若
い
う
ち
か
ら
本
音
を

話
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
仕
事
で
も
家
庭
で
も
、
ど
こ
か
で
自

分
な
り
の
生
き
が
い
や
居
場
所
を
見
つ
け
ら

れ
れ
ば
、
更
年
期
の
症
状
も
和
ら
ぐ
で
し
ょ

う
。
夢
中
に
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

︵
鈴
木
麻
理
奈
・
三
ケ
田
理
恵
︶

年
代
別
★
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
と
健
康

▼
２０
代

　生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
基
礎
を
つ
く
る
時
期
。
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
付
け

た
食
事
を
摂
る
こ
と
は
、
将
来
の
骨
量
維
持
に
繋
が

り
ま
す
。

　エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
体
力
・

気
力
と
も
に
充
実
し
て
い
る
時
期
で
す
。

▼
３０
代

　仕
事
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
…
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
が
一
気
に
進
む
時
期
。

　ホ
ル
モ
ン
分
泌
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
忙
し
さ

や
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　仕
事
、
家
事
、
育
児
、
す
べ
て
を
こ
な
そ
う
と
頑

張
り
す
ぎ
る
と
、
心
身
の
不
調
を
招
き
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

▼
4０
代

　仕
事
も
家
庭
も
、
公
私
と
も
に
忙
し
く
、
あ
せ
り

が
出
や
す
い
時
期
。

　卵
巣
機
能
が
低
下
し
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
減
少
し

始
め
る
な
ど
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
あ
ら

わ
れ
始
め
ま
す
。

　月
経
不
順
に
な
っ
た
り
、
の
ぼ
せ
、
ほ
て
り
、
イ

ラ
イ
ラ
感
、
う
つ
気
分
な
ど
、
心
身
の
変
化
を
感
じ

る
人
も
出
て
き
ま
す
。

▼
5０
代

　ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
見
つ
け
る
人
、
親
の
介
護
が
始

ま
る
な
ど
、
人
生
の
折
り
返
し
の
時
期
。

　卵
巣
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
更
年
期
の
症
状
が
起

き
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　閉
経
を
迎
え
る
と
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
の
上
昇
や
骨
量
の
減
少
な
ど
、
身
体
の
内
側
は

大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　更
年
期
の
症
状
を
感
じ
た
ら
、
悩
ん
だ
り
我
慢
せ

ず
に
、
婦
人
科
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
6０
代

　こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、前
向

き
に
進
ん
で
い
く
た
め
の
準
備
の
時
期
。

　閉
経
後
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
守
ら
れ
て
い
た
骨
や

血
管
、
肌
、
粘
膜
な
ど
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

　食
事
、
運
動
、
睡
眠
な
ど
に
気
を
付
け
、
骨
粗

し
ょ
う
症
や
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
7０
代
以
降

　人
生
1
0
0
年
時
代
を
健
康
に
歩
ん
で
い
く
た
め

の
、
再
調
整
の
時
期
。
で
き
る
範
囲
で
仕
事
を
続
け

る
人
や
孫
の
育
児
、
地
域
の
活
動
な
ど
活
発
な
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。

　骨
折
が
原
因
の
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
発
症
な
ど

注
意
が
必
要
で
す
。

　経
験
と
知
恵
と
人
と
の
絆
で
、
自
分
ら
し
い
﹁
こ

れ
か
ら
﹂
を
楽
し
む
た
め
に
、
お
し
ゃ
れ
も
忘
れ
ず

に
前
向
き
に
生
き
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
と
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス

年
代
別
の
変
化
を
知
っ
て
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
！

日
本
女
性
の
平
均
寿
命
は
86
・
61
歳
で
世
界
一
。
平
均
寿
命
が
延
び
る
に
つ
れ
て
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、

起
り
う
る
女
性
特
有
の
疾
患
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
女
性
特
有
の
疾
患
に
は
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
健
康
長
寿
を
目
指
し
て
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　　　　　　　　　月経開始の３～ 10 日前から始まるさまざまな
　　　　　心身の不快な症状で、月経がはじまると、症状が軽減
または消失。イライラ、怒りっぽい、下腹部痛、頭痛、乳房痛、むくみ、
眠気など。症状の種類や程度は、人によって異なります。

　　　　　　　閉経の時期をはさんだ前後数年（一般的に 45～
55歳ごろ）を更年期といいます。更年期には、卵巣の機能が低下し、
女性ホルモン（エストロゲン）の分泌が急激に減少していきます。
月経周期の乱れやエストロゲンの欠乏により、心身にさまざまな不
調があらわれます。顔のほてり、のぼせ、発汗、動悸、頭痛、め
まいなどの身体症状や、憂うつな気分、眠れない、イライラするなど、
精神面にも変化があらわれます。仕事や家事など日常生活に支障を
きたしてしまうほどの重いものを「更年期障害」といいます。

知ってほしい！心身の不調

女性の４割が悩んでいる、月経前の心身の不調

更年期の9割近い女性が心身の不調を感じている

更年期障害
月経不順・月経前症候群（PMS）・無月経

・性感染症（STD）・摂食障害

子宮内膜症・子宮筋腫
・不妊症

生活習慣病・骨粗しょう症・認知症・泌尿生殖器の委縮・歯周病

乳がん・子宮頸がん・子宮体がん・卵巣がん・甲状腺疾患

20代

３0代

40代

50代60代70代～

P M S
月経前症候群

更年期症状

怠けているワケ
じゃない…

参考：女性の健康と働き方マニュアル　
　　　ワーク・ライフ・バランスとヘルスケア　
編著：ＮＰＯ法人女性の健康とメノポーズ協会

40代後半　更年期障害

　ホットフラッシュや肩が上がら
ないなどの症状が出てきた。意識
し過ぎるとよくないので、好きな
ことや趣味などをして気を紛らわ
すようにした。「更年期の症状が
あるんだけど～」と言えば、「一時
期のことだから大丈夫だよ！」な
どと周りの人が声をかけてくれ
て、気が楽になった。

50代　更年期障害・脳卒中

　50 代半ば、更年期特有のホットフ
ラッシュや肩こりなどの症状が気に
なっていた頃、外出先で突然気を失っ
て倒れた。軽い脳卒中だった。今まで自
営業で働いていたので、健康診断も受
けずに駆け抜けてきた。50 代になって
身体の弱点である高血圧と共に出てし
まったのかと思った。

30代　子宮がん

　子どもが２歳になった時に市の
子宮がん検診の案内を見て、軽い
気持ちで受けてみると初期の子宮
がんだった。手術することになった
のだが、子どもと今まで離れること
がなかったので心配だったり、家族
の支えや支援が必要だと痛感。

20代　ＰＭＳ

　普段は健康的で、性格も穏やか
な方だと思いますが、どうしても生
理の時だけイライラしてしまいま
す。自分で感情をコントロールでき
なくなってしまうので、婦人科に
通って治療をしました。しかし、医
師に言われたことを家族に伝えて
も、信じてもらえませんでした。ス
トレスを強く感じると症状は重く
なってしまうのに、家族の理解が
ないと本当に辛かったです。

一生涯でのホルモン量の変化
年代別経験談
「こんなことがありました」

エストロゲン
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エストロゲンのはたらき

肌のつやや
ハリを保つ

ふくよかな
身体をつくる

骨量を保持

動脈硬化を
予防

自律神経の
バランスを保つ

脳の血流を
増やし、
活性化

妊娠の準備を
整える

女
性
ホ
ル
モ
ン
と
は

　
女
性
の
健
康
は
、
お
も
に
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ

る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
︵
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
︶
と
プ
ロ
ゲ
ス

テ
ロ
ン
︵
黄
体
ホ
ル
モ
ン
︶
と
い
う
２
種
類
の
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
﹃
女
性
を
創
る
ホ
ル
モ

ン
﹄
と
い
わ
れ
、
女
性
の
全
身
に
大
き
く
作
用
し

て
い
ま
す
。
不
規
則
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
月

経
不
順
や
無
月
経
、
不
妊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
更
年
期
に
起
こ
り
や
す
い
心
身
の
不
調

も
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
大
き
な
要
因

と
な
り
ま
す
。
女
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
、
カ

ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
気
を
つ
け
た
い
ト
ラ
ブ
ル
や
病
気
も

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

Report
あおもり協立病院　副院長
産婦人科医
平岡　友良　先生

女性の健康とワーク・ライフ・
バランスについて、専門家に伺
いました。

　
　女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
に
ど
う
付
き
合
っ
て

　
　
　い
く
と
い
い
で
す
か
？

　
　
　不
調
の
時
は
無
理
せ
ず
休
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
は
生
理

周
期
で
も
変
化
す
る
し
、
年
代
別
に
も
大
き
く

変
化
を
し
ま
す
。不
調
が
気
に
な
る
時
は
、産
婦

人
科
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ピ

ル
を
は
じ
め
と
し
た
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
て

不
調
を
緩
和
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
　日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　
　
　﹁
冷
え
﹂
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
生
理
前
の
症
状
を
把
握
し
、
正
常
時
と
比

較
し
て
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
よ
う
で
し
た

ら
、
治
療
や
必
要
な
対
応
を
専
門
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　更
年
期
に
不
調
に
陥
ら
な
い
た
め
に
若
い

　
　
　う
ち
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　
　
　ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
場
所
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
運
動
・
食
事
に
気
を
つ
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
精
神
的
な
不
安
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
な
く
、本
音
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
関
係
づ
く
り

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
若
い
う
ち
か
ら
本
音
を

話
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
仕
事
で
も
家
庭
で
も
、
ど
こ
か
で
自

分
な
り
の
生
き
が
い
や
居
場
所
を
見
つ
け
ら

れ
れ
ば
、
更
年
期
の
症
状
も
和
ら
ぐ
で
し
ょ

う
。
夢
中
に
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

︵
鈴
木
麻
理
奈
・
三
ケ
田
理
恵
︶

年
代
別
★
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
と
健
康

▼
２０
代
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涯
に
わ
た
る
健
康
の
基
礎
を
つ
く
る
時
期
。
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
付
け

た
食
事
を
摂
る
こ
と
は
、
将
来
の
骨
量
維
持
に
繋
が

り
ま
す
。

　エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
体
力
・

気
力
と
も
に
充
実
し
て
い
る
時
期
で
す
。

▼
３０
代

　仕
事
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
…
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
が
一
気
に
進
む
時
期
。

　ホ
ル
モ
ン
分
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安
定
し
て
い
ま
す
が
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忙
し
さ
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人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　仕
事
、
家
事
、
育
児
、
す
べ
て
を
こ
な
そ
う
と
頑

張
り
す
ぎ
る
と
、
心
身
の
不
調
を
招
き
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
を
溜
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

▼
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も
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も
、
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私
と
も
に
忙
し
く
、
あ
せ
り

が
出
や
す
い
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。
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巣
機
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が
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下
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、
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ス
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ロ
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が
減
少
し
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な
ど
、
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に
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が
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ま
す
。
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不
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せ
、
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、
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感
、
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つ
気
分
な
ど
、
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の
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を
感
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る
人
も
出
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ま
す
。
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を
見
つ
け
る
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、
親
の
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が
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な
ど
、
人
生
の
折
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返
し
の
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。
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機
能
の
低
下
に
よ
り
、
更
年
期
の
症
状
が
起

き
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　閉
経
を
迎
え
る
と
、
エ
ス
ト
ロ
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ン
の
分
泌
は
ほ

と
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ど
な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
の
上
昇
や
骨
量
の
減
少
な
ど
、
身
体
の
内
側
は

大
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く
変
化
し
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い
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ま
す
。

　更
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期
の
症
状
を
感
じ
た
ら
、
悩
ん
だ
り
我
慢
せ

ず
に
、
婦
人
科
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
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　こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
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を
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か
し
な
が
ら
、前
向

き
に
進
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で
い
く
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め
の
準
備
の
時
期
。
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後
、
エ
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ロ
ゲ
ン
に
守
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て
い
た
骨
や

血
管
、
肌
、
粘
膜
な
ど
に
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化
が
あ
ら
わ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
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事
、
運
動
、
睡
眠
な
ど
に
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を
付
け
、
骨
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ょ
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症
や
生
活
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ま
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う
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▼
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。
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や
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児
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。

　骨
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が
原
因
の
寝
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や
認
知
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の
発
症
な
ど

注
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が
必
要
で
す
。

　経
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と
知
恵
と
人
と
の
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で
、
自
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ら
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﹁
こ

れ
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ら
﹂
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楽
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む
た
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に
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お
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に
前
向
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に
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で
す
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20代

３0代

40代

50代60代70代～

P M S
月経前症候群

更年期症状

怠けているワケ
じゃない…

参考：女性の健康と働き方マニュアル　
　　　ワーク・ライフ・バランスとヘルスケア　
編著：ＮＰＯ法人女性の健康とメノポーズ協会

40代後半　更年期障害

　ホットフラッシュや肩が上がら
ないなどの症状が出てきた。意識
し過ぎるとよくないので、好きな
ことや趣味などをして気を紛らわ
すようにした。「更年期の症状が
あるんだけど～」と言えば、「一時
期のことだから大丈夫だよ！」な
どと周りの人が声をかけてくれ
て、気が楽になった。

50代　更年期障害・脳卒中

　50 代半ば、更年期特有のホットフ
ラッシュや肩こりなどの症状が気に
なっていた頃、外出先で突然気を失っ
て倒れた。軽い脳卒中だった。今まで自
営業で働いていたので、健康診断も受
けずに駆け抜けてきた。50 代になって
身体の弱点である高血圧と共に出てし
まったのかと思った。

30代　子宮がん

　子どもが２歳になった時に市の
子宮がん検診の案内を見て、軽い
気持ちで受けてみると初期の子宮
がんだった。手術することになった
のだが、子どもと今まで離れること
がなかったので心配だったり、家族
の支えや支援が必要だと痛感。

20代　ＰＭＳ

　普段は健康的で、性格も穏やか
な方だと思いますが、どうしても生
理の時だけイライラしてしまいま
す。自分で感情をコントロールでき
なくなってしまうので、婦人科に
通って治療をしました。しかし、医
師に言われたことを家族に伝えて
も、信じてもらえませんでした。ス
トレスを強く感じると症状は重く
なってしまうのに、家族の理解が
ないと本当に辛かったです。

一生涯でのホルモン量の変化
年代別経験談
「こんなことがありました」

エストロゲン
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 ●  One ' s        Life（より豊かに生きるためのヒントをお伝えします）
　さまざまな経験やそのときどきの想いを糧に築きあげて昨日より今日、今日より明日の人生を充実させている宇佐美さんと岡田さんの生き方を紹介します。

東
京
で
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
場
所
を
見
つ
け
る

い
つ
で
も
心
に
あ
っ
た
の
は
故
郷
へ
の
想
い

　﹁
高
校
を
卒
業
し
て
短
大
入
学
を
き
っ
か
け
に
青
森
を
離

れ
、
東
京
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
の
居
場
所
は
青

森
に
は
な
い
な
ぁ
っ
て
気
持
ち
が
す
ご
く
強
か
っ
た
﹂
と
話
す

宇
佐
美
さ
ん
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
で
あ
る
自
分
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
も
あ
り
、
東
京
な
ら
ば
自
分
ら
し

く
い
ら
れ
る
、
と
い
う
漠
然
と
し
た
想
い
を
胸
に
単
身
東
京
へ

と
移
り
住
み
ま
し
た
。
東
京
に
は
自
分
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
お
店
や
集
ま
り
な
ど
も

た
く
さ
ん
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
で
世
界

が
広
が
り
、
活
動
的
に
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　﹁
共
生
社
会
を
つ
く
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
の
副
代
表
と
し
て
活
動
し
、
議
員
会
館

に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
法
整
備
を
訴
え

る
こ
と
や
、
各
地
の
市
民
講
座
や
自
治
体
で
の
講
演
会
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ど
こ
で
も
話
す
の
は
﹁
地
方
に
住
ん
で

い
る
人
の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
。
使
え

る
制
度
が
整
う
こ
と
で
、
地
方
の
人
に
も
活
用
出
来
て
、
地
域

格
差
が
薄
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

都
会
で
活
動
す
る
人
が
地
方
に
行
く
必
要
性

青
森
に
帰
る
べ
き
か
東
京
に
残
る
べ
き
か

　パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
岡
田
実
穂
さ
ん
は
レ
イ
プ
サ
バ
イ

バ
ー
の
被
害
当
事
者
や
サ
ポ
ー
タ
ー
に
対
す
る
情
報
提
供
を

行
う
﹁
R
C−

N
E
T
︵
レ
イ
プ
ク
ラ
イ
シ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
︶
﹂
の
代
表
で
す
。
栃
木
県
出
身
で
、
高
校
を
卒
業
後
、
大
阪
で

活
動
を
続
け
、
東
京
へ
と
移
り
住
む
こ
と
に
。
18
歳
の
頃
か
ら

性
暴
力
被
害
者
支
援
団
体
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
で

は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。
他
の
人
と

の
関
係
性
も
そ
う
で
す
が
、
学
ぶ
機
会
の
あ
る
都
会
に
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

　﹁
東
京
に
い
て
い
ろ
い
ろ
な
事
が
進
ん
で
行
く
の
を
目
に
し

て
き
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
は
東
京
に
し
か
留
ま
ら
な
い
ん
で
す

よ
ね
。
首
都
圏
で
活
動
し
て
き
た
人
が
分
散
し
て
各
地
に
行
か

な
け
れ
ば
地
方
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
﹂
。
首
都
圏
で

主
体
的
に
活
動
し
、
物
事
を
動
か
す
経
験
を
し
て
き
た
人
た
ち

が
地
方
で
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
、
と
話
し
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
後
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
場
で
２
人
は
出
会
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

し
て
宇
佐
美
さ
ん
の
母
親
が
亡
く
な
り
、
選
択
を
迫
ら
れ
ま

す
。
青
森
に
帰
っ
て
暮
ら
す
べ
き
か
、
こ
の
ま
ま
東
京
に
い
る

べ
き
か
。

　﹁
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
自
分
に
と
っ
て
こ

の
お
店
を
含
め
て
青
森
と
い
う
の
が
何
な
の
か
。
ど
う
す
る
べ

き
相
手
な
の
か
。
ど
う
対
峙
す
る
の
か
…
考
え
ま
し
た
﹂
と
宇

佐
美
さ
ん
。
い
く
ら
自
分
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
講
演
な
ど
し

て
も
、
自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
の
こ
と
は
何
も
し
て
い
な
い
。

青
森
に
住
む
人
た
ち
が
生
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
し
、
そ
う
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

27
年
ぶ
り
に
青
森
に
帰
る
こ
と
を
決
意

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
を
オ
ー
プ
ン

　母
親
の
お
店
を
改
装
し
て
開
い
た
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
＆
バ
ー
﹁O

sora ni niji w
o kakem

ashita

﹂
。
こ

こ
に
は
性
的
少
数
者
や
社
会
的
弱
者
と
い
っ
た
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
人
た
ち
が
気
軽
に
来
ら
れ
る
場
所
に
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　﹁
こ
こ
で
飲
み
食
い
も
す
る
し
、
馬
鹿
な
話
も
す
る
し
、
で
も

生
き
方
に
つ
い
て
の
相
談
も
い
ろ
ん
な
苦
し
い
思
い
も
聞
く
。

全
て
が
常
に
共
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
践
し
た
い
﹂
と
宇
佐

美
さ
ん
。

　﹁
こ
こ
で
こ
う
し
て
お
店
を
や
る
こ
と
は
、
私
自
身
が
青
森

で
今
後
生
き
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
私
が

こ
こ
で
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
﹃
も
う
故
郷
に
は
帰
れ
な

い
の
か
も
﹄
っ
て
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
帰
っ
て
来
ら
れ
る
ヒ

ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
﹂
。

　ま
た
、
地
域
に
一
人
で
も
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
た
ち
は
大
き
く
変
わ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
枝
葉
が
伸
び
て
い
け
ば
社
会
が
変
わ
る

こ
と
に
な
る
。﹁
実
は
自
分
の
手
の
届
く
範
囲
の
青
森
で
、
自
分

の
お
店
か
ら
始
ま
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く

方
が
早
道
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂
と
宇
佐
美
さ
ん
は

微
笑
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
お
店
で
東
京
な
ど
か
ら
講
師
を
呼

び
、
気
軽
に
青
森
で
最
先
端
の
講
座
も
し
て
い
き
た
い
と
今
後

の
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

取
材

　谷

　和
也

▲左・岡田さん　右・宇佐美さん

生きづらさを感じる
すべての人が
集える場所を青森に

Profile
・宇佐美翔子：青森市出身。共生社会をつくるセクシ

　ュアルマイノリティ支援全国ネットワーク副代表。

・岡田実穂：栃木県出身。「RC－NET（レイプクライ

　シスネットワーク）」代表。

宇佐美　翔子さん
岡田　実穂さん
（青森市在住）

カフェ Osora ni niji wo kakemashita 運営
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青森県の男女共同参画トピックス

ハガキに、住所、氏名、年齢、電話番号、今回の「クローバーあおもり」の感想、興味を持った記事を明記のうえ、下記宛
先にお送りください。なお、応募者が多い場合には抽選となります。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきま
す。応募は平成26年10月31日(金)まで（消印有効）。ご記入いただいた個人情報は、目的外に使用することはありません。

〒030-0822青森市中央３丁目17－１　青森県男女共同参画センター　クローバーあおもり読者プレゼント係

読者プレゼント

平成26年度「女性のチャレンジ賞」表彰(内閣府)受賞
株式会社みちのく銀行／サンフェスタいしかわ友の会

株式会社みちのく銀行
　多様な人材を活かし、最大限の能力を発揮させようと
いう「ダイバーシティ」の考えの下、銀行業務の各分野
で女性を積極的に登用。男性も女性もともに働きやすい
職場風土を醸成してきたことにより、結婚・妊娠・出産
を理由に辞職する職員が大幅に減り、正行員として長期
にわたって働き続ける女性が増加している。課長職以上
の女性管理職は全体の21.1％。

　女性の活躍推進への取組を評価していただき、内閣

府より「女性のチャレンジ支援賞」を受賞しました。

役職員一同、大変光栄に思っております。平成23年1

月より＜みちぎん＞ダイバーシティ推進チーム

「smililies（スマイリリーズ）」を結成し、今年度は第4

期メンバーが活動しております。今後も女性が活躍し

続けられる職場を目指し、行内の活性化につなげ、お客

様満足度の向上に寄与できるよう努めてまいります。

（株式会社みちのく銀行　人事部　人材開発室　石塚真理）

　直売所開設20周年を来年に控え、このような賞をい

ただき、会員一同大変嬉しく思っております。生産の

みに携わっていた農家の主婦たちが部門別に加工品を

開発し、販売に至るには多くの困難、苦労がありまし

た。ＪＡ津軽みらい、県の農業普及振興室などのバッ

クアップや家族の協力があり、現在に至っています。

これからもたくさんの方に来ていただけるよう、この

賞を励みに一層努力していきたいと思います。

（サンフェスタいしかわ友の会　会長　相馬由美子）

男女共同参画社会の実現に貢献のあった女性やグループなどを表彰する内閣府の「女性のチャレンジ
賞」のうち、株式会社みちのく銀行が「女性のチャレンジ支援賞」を、サンフェスタいしかわ友の会が
「女性のチャレンジ賞特別部門賞（Ｈ26テーマ「女性が輝く、地域が輝く」）を受賞しました。

本誌４ページでご紹介している中泊町から
読者の皆さんにプレゼント！

小泊前沖でとれた新鮮な刺身用するめいかを昔ながらの天日
干し製法でそのまま丸ごと真空パック。

「やわらかのしいか」

10名様

７月３日(木)、受賞された方々が知事に受賞を報告しました。

▲写真 ( 左から順に )
みちのく銀行
　石塚真理さん
　同代表取締役頭取　髙田邦洋さん
サンフェスタいしかわ友の会
　会長　相馬由美子さん
三村青森県知事
サンフェスタいしかわ友の会
　副会長　成田志賀子さん
ＪＡ津軽みらい「サンフェスタいしかわ」
　所長　小山内崇さん

応募
方法

：
受
賞
の
コ
メン
ト
：

：
活
動
概
要
：

サンフェスタいしかわ友の会
　台風被害による所得減少を防ぐため、直売に関心の
あった女性たちが集まり、地域のJA職員と連携して直売
活動を開始。男性主体の農業経営であったが、「生産・
加工・販売」の過程に女性も参画できるようになった。
現在は、それぞれが得意な分野で活躍できる「部会制」
を活用し、農業に携わる女性にとって先駆的で効率的な
「農業の６次産業化」のモデルとなっている。

快挙！本県から２団体が受賞
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　７
月
６
日
︵
日
︶、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
に
お

い
て
、
開
講
式
に
続
き
、
公
開
講
座
﹁
―
輝
く

地
域
の
未
来
へ
―
﹃
女
性
の
チ
カ
ラ
を
地
域
の

チ
カ
ラ
に
﹄﹂
を
開
催
。
各
地
区
の
受
講
生
の

皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
た
ほ
か
、
一
般
の
県
民

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
の
船
橋
邦
子
さ
ん
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
と
は
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
暴
力
が
な
く

平
和
で
持
続
可
能
な
社
会
で
あ
る
と
強
く
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
女
性
が
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
政
策
の
対

象
で
は
な
く
主
体
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
、

背
景
に
あ
る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
論
理
的
に
発

言
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
話
し
、
受
講
生

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講　座

あ
お
も
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ア
カ
デ
ミ
ー
開
講
！

　東
青
地
域
と
三
八
地
域
の
２
地
域
で
開
催
す

る
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

イベント

地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

 

・
青
森
県
そ
し
て
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
女
性
の
地
位
向
上

の
た
め
に
、学
び
を
役
立
て
た
い
。

・
デ
ー
タ
を
集
め
、
視
覚
化
し
て
、
客
観
的
根
拠

と
し
て
提
言
に
つ
な
げ
た
い
。

・
女
性
が
主
体
的
に
意
見
を
述
べ
、
政
策
を
変

え
て
い
け
る
よ
う
に
、
私
も
こ
れ
か
ら
学
ぶ

デ
ー
タ
や
理
論
を
駆
使
し
、
提
案
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ア
ピ
オ
・
シ
ア
タ
ー

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の

ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

第
１
回

　５
／
18
︵
日
︶

﹁
人
生
、
い
ろ
ど
り
﹂

第
２
回

　６
／
29
︵
日
︶

ア
ピ
オ
七
夕
☆
ユ
メ
フ
ェ
ス
タ

ミ
ニ
シ
ネ
マ
ラ
ソ
ン

　過
去
に
上
映
し
て
好
評
を
博
し
た
３
作
品
、﹁
裸

足
の
ギ
ボ
ン
﹂、﹁
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑
！
ラ
イ

ブ
映
像
﹂、﹁
信
さ
ん
〜
炭
坑
町
の
セ
レ
ナ
ー
デ
﹂

を
上
映
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
気

に
入
り
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
、
泣
い
た
り
笑
っ
た

り
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　５
月
か
ら
隔
月
で
シ
ン
グ
ル
な
ら
で
は
の
心
の

う
ち
を
話
せ
る
﹁
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム
﹂
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
こ
と
や
今
の
気

持
ち
、
仕
事
の
こ
と
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
シ
ン
グ
ル
を
考
え
て
い
る
方
、
ス
テ
ッ
プ

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

場
所

　ア
ピ
オ
あ
お
も
り
１
階 

保
育
室

対
象

　子
育
て
中
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

　
　
　︵
お
子
さ
ん
が
一
緒
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
︶

定
員

　10
名

託
児

　あ
り
︵
要
予
約
・
無
料
︶

日
程

　９
／
21︵
日
︶、
11
／
30︵
日
︶、
1
／
25︵
日
︶、

　
　
　３
／
22︵
日
︶

　
　
　時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30
分

申
込

　開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

︵
℡ 

０
１
７
ー

７
３
２
ー

１
０
２
２ 

相
談
室
︶

　こ
れ
ま
で
、
離
婚
を
考
え
て
い
る
女
性
を
対
象

に
し
た
法
律
講
座
を
年
１
回
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
ニ
ー
ズ
の
増
加
・
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
年
３
回
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
法
テ
ラ
ス
青
森
の
協
力
を
得
て
、
講

座
後
に
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
て
、
き
め
細

か
い
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
年
度
の
第
１
回
目
は
、
６
月
12
日
︵
木
︶
に

ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲講師の吉枝ゆき子さん、シンポジストの石川
悟さん、辻悦子さんの、実例に基づいたわかり
やすく具体的なお話に、参加者は「すぐに役立
つ情報が満載だった」「心にストンと落ちまし
た」「背中を押してもらいました」と、前向き
なコメントを寄せていました。

▲男女共同参画の視点を持って政策・方
針決定の場に参画し、活躍できる女性人材
の育成を目的に開講。
今年度は 32 名が受講し、青森市・弘前市・
おいらせ町の県内３か所で実施中。

▲クイズには50名の方がチャレンジ！全問
正解者が 8 名もいらっしゃいました。答え
合わせをしながら「日本では女性の国会議
員がこんなに少ないの？」（2013 年 1 月現
在 8％）などの声も聞かれ、楽しく男女共
同参画を学べました。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・﹁
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
を
認
め
て
ほ
し
い
﹂…

　

今
の
私
に
重
な
る
部
分
も
あ
り
、感
動
し
ま
し
た
。

・
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
し
、
仲
間

と
つ
な
が
り
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て
い
く
様
子

が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

●
東
青
地
域

　﹁
そ
と
が
は
ま
健
康
ま
つ
り
2
0
1
4
﹂と

同
日
開
催

日
時

　９
月
28
日︵
日
︶
10
時
〜
16
時

会
場

　外
ヶ
浜
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　﹁
な
ど
わ
〜
る
﹂

講
演

　﹁
食
か
ら
考
え
る
健
康
づ
く
り
﹂︵
仮
︶

　
　
　13
時
〜
15
時

講
師

　な
ぎ
さ
な
お
こ
さ
ん

　
　
　︵
ナ
ギ
サ
カ
フ
ェ
主
宰

食
育
研
究
家
︶

●
三
八
地
域

　﹁
男
女
共
同
参
画
ま
つ
り
in
八
戸
﹂

日
時

　11
月
９
日︵
日
︶
11
時
〜
16
時

会
場

　八
戸
市
福
祉
公
民
館

講
演

　﹁
男
性
も
女
性
も 
仕
事
も
家
事
も

　
　
　子
育
て
も
〜
こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク

　
　
　ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
﹂︵
仮
︶

　
　
　13
時
〜
15
時

講
師

　小
崎
恭
弘
さ
ん

　
　
　︵
大
阪
教
育
大
学
准
教
授
︶

　会
場
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
分
科
会

や
パ
ネ
ル
展
示
・
物
販
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

︻
ご
じ
ゃ
ら
っ
と
ひ
ろ
ば
in
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
︼

　５
月
10
日
に
、
青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
た
﹁
ご
じ
ゃ
ら
っ
と
ひ
ろ
ば
﹂

で
、﹁
男
女
共
同
参
画
２
択
ク
イ
ズ
﹂︵
全
10
問
︶

を
実
施
し
ま
し
た
。

▲今年度の男女共同参画週間キャッチフ
レーズ「家事場のパパヂカラ」にちなん
だシールアンケートを実施。男性の家事
育児参画と生活的自立の必要性への理解
が進んでいることがうかがえました。ま
た今回の目玉イベント「家事場のパパヂ
カラ宣言」では、5 人の男性が家事育児
参画を「キッパリ」宣言しました。

▲法律講座では、法テラス青森副所長
の岩谷直子弁護士から、離婚にともな
う親権や養育費、面会交流などについ
てとてもわかりやすく説明があり、参
加者は熱心にメモをとっていました。
午後からは、岩谷弁護士に加えて森理
恵弁護士と乙山直美弁護士の 3 人が、
無料法律相談にあたりました。

︻
男
女
が
わ
か
ち
合
い
さ
さ
え
合
う
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︼

　男
女
共
同
参
画
週
間
︵
６
／
23
〜
29
︶
目
前

の
６
月
22
日
︵
日
︶
に
、Ｅ
Ｌ
Ｍ
の
街
︵
五
所
川

原
市
︶
で
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

イベント

お
で
か
け
啓
発
事
業

　次
回
は
９
月
16
日
︵
火
︶、
法
律
講
座
を
10
時
〜

12
時
、
無
料
法
律
相
談
会
を
13
時
〜
15
時
、
い
ず

れ
も
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ
ち
で
行

い
ま
す
。

■
学
び
の
場
﹁
地
域
防
災
教
育
﹂

相
談
室
講
座

相
談
室
講
座

▲ＮＰＯ法人青森県消費者協会
との共催、ライオン株式会社の
協力で実施しました。オーラル
ケアマイスターの講師から、高
齢になってもいきいきした暮ら
しを送るためには歯と口の健康
を保つことが大切であると学び
ました。

▲講師のお話のあとは、自分を知って「な
りたい自分」を見つけるワーク、続いて
ワールドカフェを行いました。自分の意
見を述べたり、他者の意見を聴いたりし
ながら、就活にどう向き合えばいいのか、
これからの人生をどう歩んでいきたいの
か、などをじっくり考える時間になりま
した。

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談

　﹁
歯
と
口
の
健
康
週
間
﹂︵
６
月
４
日
〜
10
日
︶

に
あ
わ
せ
て
、
６
月
６
日
︵
金
︶
ア
ピ
オ
あ
お
も

り
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲会場はアピオあおもり、講師は弘前
大学人文学部の佐藤和之教授でした。
小学校 2～ 3 年生が理解できる平易な
日本語＝「やさしい日本語」が、主に日
本に居住している外国人に正確な情報
を早く伝える際に有効であることを学
びました。高校生の参加者も多く、こ
れから学びを広げ深めることが期待さ
れます。

安
心
で
き
る
避
難
所
づ
く
り

〜
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
活
か
し
て
〜

■学びの場「地域防災教育」

　階上町：8月21日（木）

　ほか１か所

■女性地域リーダー養成研修

　階上町：８月20日（水）

　三沢市：11月26日（水）

　八戸市：11月27日（木）

■避難所運営を通じ地域における
　中学生の係りを学ぶ

　おいらせ町 百石中学校：8月3日（日）

　青森市 東中学校：8月17日（日）

■ヒント集を活用した避難所運営訓練

　階上町：９月 5 日（金）

　三沢市：10月 5 日（日）

　八戸市：11月15日（土）

アピオあおもり秋まつり
全国女性会館協議会全国大会in青森

日程：11 月 1 日（土）
会場：アピオあおもり
内容：社会学者 上野千鶴子
さんと古市憲寿さんによる
対談のほか、さまざまワー
クショップ・物販・活動展
示など内容もりだくさん！
ぜひご来館ください。

今年は全国の男女共同参画
センターの皆さんが集って、
さらににぎやかに！

今後の
予定

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

﹁
や
さ
し
い
日
本
語
﹂
が
外
国
人

被
災
者
の
命
を
救
い
ま
す

イベント

ア
ピ
オ
☆
夢
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

講演会

夢
を
カ
タ
チ
に

起
業
で
輝
く
ワ
タ
シ
に
な
る
！

ま
た
、﹁
起
業
﹂な
ど
、

な
に
か
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
人
の
た
め

の
﹁
夢
☆
実

現

な

ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ

ー
﹂
を
設
け
た
と
こ

ろ
、
予
想
以
上
に
た

く
さ
ん
の
方
が
足
を

運
び
、
熱
心
に
話
し

こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　６
月
29
日
︵
日
︶
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
、﹁
お

た
め
し
起
業
﹂
な
ど
、
青
森
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
通
し
て
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
し
た
女
性
た
ち
が
、
個
性
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

11
コ
ー
ナ
ー
を
展
開
し
、
館
内
は
１
２
０
０
人

を
超
え
る
お
客
さ
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　６
月
29
日
︵
日
︶
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
、
地

域
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
学
習
会
と
し

て
、﹁
女
性
の
起
業
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　八
戸
市
小
中
野
公
民
館
に
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
会
や
町
内
会
の
方
々
が
集
ま
り
、
講
義

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
被
災
時
の
避
難
所
で
の

具
体
的
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

7/19

学
び
を
通
じ
た
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業

　防
災
・
復
興
支
援
、
避
難
所
体
験
等
に
取
り
組

み
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
め
ざ
し
ま
す
。

主
催

：

あ
お
も
り
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
支
援
事
業
実
行
委
員
会
︵
事
務
局

青
森
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
︶

パソコン・携帯・スマホで
青森県男女共同参画センターを

もっと身近に！

◆ホームページ
　「青森県男女共同参画センター」
◆ブログ、facebook、twitter 
　青森県男女共同参画センタースタッフブログ：
　（携帯電話、スマートフォンでも読むことができます）

　http://maruta.be/apiodanjo
　facebook：青森県男女共同参画センター
　twitter：@apiodanjo

フレッシュ情報配信中！

講　座

大
学
生
の
た
め
の
将
来
設
計
セ
ミ
ナ
ー

講　座

プ
ロ
か
ら
学
ぶ 

お
口
の
健
康

☆
歯
ッ
ピ
ー
講
座

　７
月
18
日︵
金
︶、青
森
中
央
学
院
大
学
で
、
同
大

学
の
３
年
生
を
対
象
に
、﹁
働
く
﹂
を
テ
ー
マ
に
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
の
小
野
康
一
郎

さ
ん
は
、
転
職
を
繰
り
返
し
な
が
ら
現
在
の
起
業

に
結
び
つ
い
た
ご
自
身
の
経
緯
を
語
り
ま
し
た
。

6/15

　上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

上半期事業

voice

　上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

 

・
仕
事
を
す
る
理
由
が
わ
か
り
、

　今
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
わ

か
っ
た
。

・
働
く
と
は
自
分
だ
け
の
問
題
と
思
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
や
周
り
の
こ
と
も
考

え
よ
う
と
思
っ
た
。

voice

9



　　

　７
月
６
日
︵
日
︶、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
に
お

い
て
、
開
講
式
に
続
き
、
公
開
講
座
﹁
―
輝
く

地
域
の
未
来
へ
―
﹃
女
性
の
チ
カ
ラ
を
地
域
の

チ
カ
ラ
に
﹄﹂
を
開
催
。
各
地
区
の
受
講
生
の

皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
た
ほ
か
、
一
般
の
県
民

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
の
船
橋
邦
子
さ
ん
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
と
は
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
暴
力
が
な
く

平
和
で
持
続
可
能
な
社
会
で
あ
る
と
強
く
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
女
性
が
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
政
策
の
対

象
で
は
な
く
主
体
と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
、

背
景
に
あ
る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
論
理
的
に
発

言
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
話
し
、
受
講
生

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講　座

あ
お
も
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ア
カ
デ
ミ
ー
開
講
！

　東
青
地
域
と
三
八
地
域
の
２
地
域
で
開
催
す

る
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

イベント

地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

 

・
青
森
県
そ
し
て
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
女
性
の
地
位
向
上

の
た
め
に
、学
び
を
役
立
て
た
い
。

・
デ
ー
タ
を
集
め
、
視
覚
化
し
て
、
客
観
的
根
拠

と
し
て
提
言
に
つ
な
げ
た
い
。

・
女
性
が
主
体
的
に
意
見
を
述
べ
、
政
策
を
変

え
て
い
け
る
よ
う
に
、
私
も
こ
れ
か
ら
学
ぶ

デ
ー
タ
や
理
論
を
駆
使
し
、
提
案
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ア
ピ
オ
・
シ
ア
タ
ー

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の

ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

第
１
回

　５
／
18
︵
日
︶

﹁
人
生
、
い
ろ
ど
り
﹂

第
２
回

　６
／
29
︵
日
︶

ア
ピ
オ
七
夕
☆
ユ
メ
フ
ェ
ス
タ

ミ
ニ
シ
ネ
マ
ラ
ソ
ン

　過
去
に
上
映
し
て
好
評
を
博
し
た
３
作
品
、﹁
裸

足
の
ギ
ボ
ン
﹂、﹁
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑
！
ラ
イ

ブ
映
像
﹂、﹁
信
さ
ん
〜
炭
坑
町
の
セ
レ
ナ
ー
デ
﹂

を
上
映
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
気

に
入
り
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
、
泣
い
た
り
笑
っ
た

り
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　５
月
か
ら
隔
月
で
シ
ン
グ
ル
な
ら
で
は
の
心
の

う
ち
を
話
せ
る
﹁
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム
﹂
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
こ
と
や
今
の
気

持
ち
、
仕
事
の
こ
と
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
シ
ン
グ
ル
を
考
え
て
い
る
方
、
ス
テ
ッ
プ

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

場
所

　ア
ピ
オ
あ
お
も
り
１
階 

保
育
室

対
象

　子
育
て
中
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

　
　
　︵
お
子
さ
ん
が
一
緒
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
︶

定
員

　10
名

託
児

　あ
り
︵
要
予
約
・
無
料
︶

日
程

　９
／
21︵
日
︶、
11
／
30︵
日
︶、
1
／
25︵
日
︶、

　
　
　３
／
22︵
日
︶

　
　
　時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30
分

申
込

　開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

︵
℡ 

０
１
７
ー

７
３
２
ー

１
０
２
２ 

相
談
室
︶

　こ
れ
ま
で
、
離
婚
を
考
え
て
い
る
女
性
を
対
象

に
し
た
法
律
講
座
を
年
１
回
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
ニ
ー
ズ
の
増
加
・
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
年
３
回
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
法
テ
ラ
ス
青
森
の
協
力
を
得
て
、
講

座
後
に
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
て
、
き
め
細

か
い
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
年
度
の
第
１
回
目
は
、
６
月
12
日
︵
木
︶
に

ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲講師の吉枝ゆき子さん、シンポジストの石川
悟さん、辻悦子さんの、実例に基づいたわかり
やすく具体的なお話に、参加者は「すぐに役立
つ情報が満載だった」「心にストンと落ちまし
た」「背中を押してもらいました」と、前向き
なコメントを寄せていました。

▲男女共同参画の視点を持って政策・方
針決定の場に参画し、活躍できる女性人材
の育成を目的に開講。
今年度は 32 名が受講し、青森市・弘前市・
おいらせ町の県内３か所で実施中。

▲クイズには50名の方がチャレンジ！全問
正解者が 8 名もいらっしゃいました。答え
合わせをしながら「日本では女性の国会議
員がこんなに少ないの？」（2013 年 1 月現
在 8％）などの声も聞かれ、楽しく男女共
同参画を学べました。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・
﹁
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
を
認
め
て
ほ
し
い
﹂…

　

今
の
私
に
重
な
る
部
分
も
あ
り
、感
動
し
ま
し
た
。

・
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
し
、
仲
間

と
つ
な
が
り
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て
い
く
様
子

が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

●
東
青
地
域

　﹁
そ
と
が
は
ま
健
康
ま
つ
り
2
0
1
4
﹂と

同
日
開
催

日
時

　９
月
28
日︵
日
︶
10
時
〜
16
時

会
場

　外
ヶ
浜
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　﹁
な
ど
わ
〜
る
﹂

講
演

　﹁
食
か
ら
考
え
る
健
康
づ
く
り
﹂︵
仮
︶

　
　
　13
時
〜
15
時

講
師

　な
ぎ
さ
な
お
こ
さ
ん

　
　
　︵
ナ
ギ
サ
カ
フ
ェ
主
宰

食
育
研
究
家
︶

●
三
八
地
域

　﹁
男
女
共
同
参
画
ま
つ
り
in
八
戸
﹂

日
時

　11
月
９
日︵
日
︶
11
時
〜
16
時

会
場

　八
戸
市
福
祉
公
民
館

講
演

　﹁
男
性
も
女
性
も 

仕
事
も
家
事
も

　
　
　子
育
て
も
〜
こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク

　
　
　ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
﹂︵
仮
︶

　
　
　13
時
〜
15
時

講
師

　小
崎
恭
弘
さ
ん

　
　
　︵
大
阪
教
育
大
学
准
教
授
︶

　会
場
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
分
科
会

や
パ
ネ
ル
展
示
・
物
販
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

︻
ご
じ
ゃ
ら
っ
と
ひ
ろ
ば
in
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
︼

　５
月
10
日
に
、
青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
た
﹁
ご
じ
ゃ
ら
っ
と
ひ
ろ
ば
﹂

で
、﹁
男
女
共
同
参
画
２
択
ク
イ
ズ
﹂︵
全
10
問
︶

を
実
施
し
ま
し
た
。

▲今年度の男女共同参画週間キャッチフ
レーズ「家事場のパパヂカラ」にちなん
だシールアンケートを実施。男性の家事
育児参画と生活的自立の必要性への理解
が進んでいることがうかがえました。ま
た今回の目玉イベント「家事場のパパヂ
カラ宣言」では、5 人の男性が家事育児
参画を「キッパリ」宣言しました。

▲法律講座では、法テラス青森副所長
の岩谷直子弁護士から、離婚にともな
う親権や養育費、面会交流などについ
てとてもわかりやすく説明があり、参
加者は熱心にメモをとっていました。
午後からは、岩谷弁護士に加えて森理
恵弁護士と乙山直美弁護士の 3 人が、
無料法律相談にあたりました。

︻
男
女
が
わ
か
ち
合
い
さ
さ
え
合
う
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︼

　男
女
共
同
参
画
週
間
︵
６
／
23
〜
29
︶
目
前

の
６
月
22
日
︵
日
︶
に
、Ｅ
Ｌ
Ｍ
の
街
︵
五
所
川

原
市
︶
で
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

イベント

お
で
か
け
啓
発
事
業

　次
回
は
９
月
16
日
︵
火
︶、
法
律
講
座
を
10
時
〜

12
時
、
無
料
法
律
相
談
会
を
13
時
〜
15
時
、
い
ず

れ
も
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ
ち
で
行

い
ま
す
。

■
学
び
の
場
﹁
地
域
防
災
教
育
﹂

相
談
室
講
座

相
談
室
講
座

▲ＮＰＯ法人青森県消費者協会
との共催、ライオン株式会社の
協力で実施しました。オーラル
ケアマイスターの講師から、高
齢になってもいきいきした暮ら
しを送るためには歯と口の健康
を保つことが大切であると学び
ました。

▲講師のお話のあとは、自分を知って「な
りたい自分」を見つけるワーク、続いて
ワールドカフェを行いました。自分の意
見を述べたり、他者の意見を聴いたりし
ながら、就活にどう向き合えばいいのか、
これからの人生をどう歩んでいきたいの
か、などをじっくり考える時間になりま
した。

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談

　﹁
歯
と
口
の
健
康
週
間
﹂︵
６
月
４
日
〜
10
日
︶

に
あ
わ
せ
て
、
６
月
６
日
︵
金
︶
ア
ピ
オ
あ
お
も

り
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲会場はアピオあおもり、講師は弘前
大学人文学部の佐藤和之教授でした。
小学校 2～ 3 年生が理解できる平易な
日本語＝「やさしい日本語」が、主に日
本に居住している外国人に正確な情報
を早く伝える際に有効であることを学
びました。高校生の参加者も多く、こ
れから学びを広げ深めることが期待さ
れます。

安
心
で
き
る
避
難
所
づ
く
り

〜
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
活
か
し
て
〜

■学びの場「地域防災教育」

　階上町：8月21日（木）

　ほか１か所

■女性地域リーダー養成研修

　階上町：８月20日（水）

　三沢市：11月26日（水）

　八戸市：11月27日（木）

■避難所運営を通じ地域における
　中学生の係りを学ぶ

　おいらせ町 百石中学校：8月3日（日）

　青森市 東中学校：8月17日（日）

■ヒント集を活用した避難所運営訓練

　階上町：９月 5 日（金）

　三沢市：10月 5 日（日）

　八戸市：11月15日（土）

アピオあおもり秋まつり
全国女性会館協議会全国大会in青森

日程：11 月 1 日（土）
会場：アピオあおもり
内容：社会学者 上野千鶴子
さんと古市憲寿さんによる
対談のほか、さまざまワー
クショップ・物販・活動展
示など内容もりだくさん！
ぜひご来館ください。

今年は全国の男女共同参画
センターの皆さんが集って、
さらににぎやかに！

今後の
予定

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

﹁
や
さ
し
い
日
本
語
﹂
が
外
国
人

被
災
者
の
命
を
救
い
ま
す

イベント

ア
ピ
オ
☆
夢
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

講演会

夢
を
カ
タ
チ
に

起
業
で
輝
く
ワ
タ
シ
に
な
る
！

ま
た
、﹁
起
業
﹂な
ど
、

な
に
か
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
人
の
た
め

の
﹁
夢
☆
実

現

な

ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ

ー
﹂
を
設
け
た
と
こ

ろ
、
予
想
以
上
に
た

く
さ
ん
の
方
が
足
を

運
び
、
熱
心
に
話
し

こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　６
月
29
日
︵
日
︶
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
、﹁
お

た
め
し
起
業
﹂
な
ど
、
青
森
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
通
し
て
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
し
た
女
性
た
ち
が
、
個
性
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

11
コ
ー
ナ
ー
を
展
開
し
、
館
内
は
１
２
０
０
人

を
超
え
る
お
客
さ
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　６
月
29
日
︵
日
︶
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
、
地

域
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
学
習
会
と
し

て
、﹁
女
性
の
起
業
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　八
戸
市
小
中
野
公
民
館
に
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
会
や
町
内
会
の
方
々
が
集
ま
り
、
講
義

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
被
災
時
の
避
難
所
で
の

具
体
的
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

7/19

学
び
を
通
じ
た
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業

　防
災
・
復
興
支
援
、
避
難
所
体
験
等
に
取
り
組

み
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
め
ざ
し
ま
す
。

主
催

：

あ
お
も
り
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
支
援
事
業
実
行
委
員
会
︵
事
務
局

青
森
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
︶

パソコン・携帯・スマホで
青森県男女共同参画センターを

もっと身近に！

◆ホームページ
　「青森県男女共同参画センター」
◆ブログ、facebook、twitter 
　青森県男女共同参画センタースタッフブログ：
　（携帯電話、スマートフォンでも読むことができます）

　http://maruta.be/apiodanjo
　facebook：青森県男女共同参画センター
　twitter：@apiodanjo

フレッシュ情報配信中！

講　座

大
学
生
の
た
め
の
将
来
設
計
セ
ミ
ナ
ー

講　座

プ
ロ
か
ら
学
ぶ 

お
口
の
健
康

☆
歯
ッ
ピ
ー
講
座

　７
月
18
日︵
金
︶、青
森
中
央
学
院
大
学
で
、
同
大

学
の
３
年
生
を
対
象
に
、﹁
働
く
﹂
を
テ
ー
マ
に
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
の
小
野
康
一
郎

さ
ん
は
、
転
職
を
繰
り
返
し
な
が
ら
現
在
の
起
業

に
結
び
つ
い
た
ご
自
身
の
経
緯
を
語
り
ま
し
た
。

6/15

　上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

上半期事業

voice

　上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

 

・
仕
事
を
す
る
理
由
が
わ
か
り
、

　今
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
わ

か
っ
た
。

・
働
く
と
は
自
分
だ
け
の
問
題
と
思
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
や
周
り
の
こ
と
も
考

え
よ
う
と
思
っ
た
。

voice

10



特集　「嫁」介護から「息子・娘」介護の時代へ　P1～3
　　　介護にどう向き合う?!どう備える?!そして自分はどうありたい?!

市町村情報コーナー　中泊町 　P4
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One’s Life　宇佐美翔子さん・岡田実穂さん（青森市） 　P7
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上半期男女共同参画事業報告　 P9～ 10

市町村情報コーナー　中泊町 　P4

女性の健康とワーク・ライフ・バランス　 P5～ 6

One’s Life　宇佐美翔子さん・岡田実穂さん（青森市） 　P7

青森県男女共同参画トピックス　 P8

上半期男女共同参画事業報告　 P9～ 10

▲6月29 日（日）、「アピオ☆
夢フェスタ 2014～女性の起
業、全力応援！」を開催しまし
た。青森県男女共同参画セン
ターの事業でエンパワーした女
性たちが、これまで培った力を
発揮し、工夫を凝らして、もの
づくりワークショップ、ヨガ、
バレエエクササイズ、ヒーリン
グ施術、手づくりスイーツ販売
など、個性と魅力あふれるブー
スを展開しました。当日は
1200 人を超える方が来場し、
たくさんの素敵な笑顔を見るこ
とができました。

編集・発行

青森県男女共同参画センター

BATHBATH

5,000
27.3

「男女共同参画」という言葉の扉を開けたら、わくわくする世界
が広がっていました。今後の活動が楽しみです。　 （阿保香月）

健康のために、若いうちからできることもあるとわかりました。
自分の身体も大切に！　　　　　　　　　　　（鈴木麻理奈）

「うっかりミス」は、集中力が足りないからか、年のせいな
のか…今朝も捨てるはずのゴミを積んだまま職場に着いてし
まった。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中野渡明美）

女性が自分のココロとカラダの声に耳を傾ける事は家族の健
康を守る事にもつながると思います。自分を大切に！

（三ケ田理恵）

健康☆長生きに欠かせないのは自立した生き方。そのための
「男女共同参画」なのだと改めて確信しました。　（情報誌担当W）

「男女共同参画」という言葉の扉を開けたら、わくわくする世界
が広がっていました。今後の活動が楽しみです。　 （阿保香月）

健康のために、若いうちからできることもあるとわかりました。
自分の身体も大切に！　　　　　　　　　　　（鈴木麻理奈）

「うっかりミス」は、集中力が足りないからか、年のせいな
のか…今朝も捨てるはずのゴミを積んだまま職場に着いてし
まった。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中野渡明美）

女性が自分のココロとカラダの声に耳を傾ける事は家族の健
康を守る事にもつながると思います。自分を大切に！

（三ケ田理恵）

健康☆長生きに欠かせないのは自立した生き方。そのための
「男女共同参画」なのだと改めて確信しました。　（情報誌担当W）

■編集・発行
　青森県男女共同参画センター・アピオあおもり
　〒０３０-０８２２　青森市中央３丁目１７－１
　ＴＥＬ ０１７－７３２－１０８５　ＦＡＸ ０１７－７３２－１０７３
　ＨＰ  http://www.apio.pref.aomori.jp/

■編集後記
■交通アクセス
　市営バス利用
　●中央循環線「アピオあおもり前」下車
　●青森駅前4番乗場より下記行きで１５分
　　「働く女性の家前」下車、徒歩３分
　　（市民病院線、横内環状線、問屋町行き、
　　浜田循環線、青森公立大行き）
　●国道４号線「市役所前」下車、徒歩８分
　※公共交通機関をご利用の上、ご来館ください。

読者プレゼント　「やわらかのしいか」（中泊町提供）が 10名様に当たります。

　　　　　　　　詳しくは 8ページをご覧ください。アピオあおもり／青森県男女共同参画センターは、女性、男性、高齢者、子どもなどすべての
人々が個人として尊重され、共に支え合う男女共同参画社会の実現をめざして、県民のさま
ざまな活動を支援するための拠点です。
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